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 なった。CCDC62-2、GKAP1 については １．研究計画の概要 
 精度の高いがんの検査・診断のためには、
標的となるがん抗原、遺伝子の同定が必要と
なる。このためには種々のがんに発現するが
正常組織では精巣に限局しているがん・精巣
(CT) 抗原が最も適している。われわれがすで
に同定した OY-TES-1 を始め数種類の CT 抗
原及び新たに同定する抗原と組み合わせる  
ことにより、広範囲ながん種に対して精度の
高い新規のがんの検査・診断法を開発するこ
とを目的とする。 

 組換えタンパクを作成した。CCDC62-2 に 
 ついて ELISA 法及びウェスタンブロット 
 で各種癌患者の抗体産生能を解析した。胃 
 癌患者の 5.8%、肺癌患者の 6.6%に抗体産 
 生が認められた。健常人には全く認められ 
 なかった。 
(4) 免疫組織化学的解析 
  CCDC62-2 特異的マウスモノクローナ 
 ル抗体を作製し、CCDC62-2 タンパクの発 
 現を免疫組織化学的に解析した。 
 CCDC62-2 強制発現 HT0180 細胞では細 ２．研究の進捗状況 
 胞質内に顆粒状に認められた。口腔扁平上 (1) 新たながん特異抗原の検索と同定 
 皮癌組織では癌細胞の核、あるいは細胞質   SEREX 解析を胃癌、肺癌、卵巣癌、大 
 に CCDC62-2 タンパク陽性であった。  腸癌について行った。胃癌の SEREX 解析 
３．現在までの達成度  から CCDC62-2 及び GKAP1 の 2 種類の 

 CT 抗原候補を同定した。肺癌からは 28 種 ②おおむね順調に進展している。 
 類の遺伝子を同定した。28 種類の遺伝子   胃癌、肺癌、大腸癌などの SEREX 解析 
 について SEREX 解析に用いた細胞株を  により、新たながん抗原候補を同定した。 
 含む 5 例の肺癌を対象に DNA マイクロ  CT 抗原性を有する CCDC62-2 についてそ 
 アレイ解析を行なった結果、5 種類の遺  の免疫原性を解析し、癌の検査・診断の標 
 伝子が 5 例すべての肺癌に共通して高発  的分子となり得ることを証明した。 
 現していた。 ４．今後の研究の推進方策 

  GKAP1 及び AKAP3 について、それぞ (2) 遺伝子発現解析 
 れ組換えタンパクを作製し、癌患者の液性   CCDC62-2 遺伝子の正常組織及び各種 
 免疫応答を解析する。HLA-A2 トランスジ  癌での発現について、RT-PCR、リアルタ 
 ェニックマウスを用いて、それぞれ同定し  イム RT-PCR で解析した。CCDC62-2 は正 
 た CT 抗原について CTL エピトープを同  常組織では精巣にのみ発現し、また各種の 
 定する。これらを総合して、同定した CT  癌にも発現していた。特に胃癌では 117 例 
 抗原によるがんの検査・診断法に道筋をつ  中 8 例に、肺癌では 19 例中 5 例に、口腔 
 ける。  扁平上皮癌では 34 例中 4 例に発現してお 

 り、CCDC62-2 は CT 抗原の特徴を有して  
 いた。 ５. 代表的な研究成果 
(3) 液性免疫応答の解析 （研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

は下線）   SEREX 同定抗原の免疫原性の解析を行 
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